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このたびは、本襲品をお買い上げいただきありがとう
こざいました。

・こ使用の前に、この翫明●をよく醗んで正しく安全に
こ使用ください。
•お鴨みになった幾も保詈してください．
•取扱謝暉を題解していない人は、本議の繰作を行わ
ないでください．
•本を他人に貸す蝙合は、取扱い方法をよく製明し、
取をよく読むように指導してください．

なお、保11●に讚入店などの記戴がない場合は、レシー
トなどを貼り付けておいてください．

は
じ
め
に

◎証血Eナイロンカッター／コード専用
その他の刈刃やオブション品は取り付けで
きません．

o磁
改して且己の刈刃などを取り付けた湯合、
キックバックはぬ返り）を起こし、重傷
を負うおそれがあります。

EBC-35C~ 
手押し式エンジン草刈機

取扱説明書（保証書付）

用途

雑草の草刈り

用途以外の目的に
使用しないでください
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各部の名称

本体

一 一
／ハンドル

9点火ブラグカバー

オイルブラグ
（オイル給油口）

り
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タイヤ
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／螂防護カバー

グリス注入口つ彦戸=:§gE：カバー内側カッター
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ナイロンコード

ナイロンカッター

保霞めがね プラグレンチ
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冒
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六角レンチ オイルポット 結束lCノド1本 ナイロンコード4m
（ナイロンカッター本体1.:11咋浪み）
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パーツのこ注文は

バーツは必匹のものをこ使用ください。

バーツは購入店または弊社製昂お取扱い店を通じてこ注文いただけます。また、下記に記載の無いものも併せて、弊社公式

Webサイトにてパーツ表、価格をこ覧いただけます。

I ご起時のお願い 1 部品番号 (7-9桁）または欄種名 •JAN、
名称、必要な個数を正しくお伝えください。

Iパーツ表・単価 I l) http://www.koshin-ltd.co.jpにアクセス
2) トップベージの「パーツリスト」バナーをクリック

：バーツリスト
I訊晒磁し吻はこらら‘’ 

は
じ
め
に

準
備

3)エンジンパーツリストをこ覧の場合は、 2)のあとさらに

「エンジンバーツリスト」パナーをクリック

涵在生四ね

【 アフターパーツ 】

名称 部品番号 機種名・JAN 備考

EBC-35Cナイロンカッター上カバー 0760095 ご

EBC-35Cナイロンカッター本体 0760096 墨
EBC-35Cナイロンカッター円盤 0760097 0 
EBC-35C 

0760101 祖ほねじ）

ナイロンカッター取付ポルト
ナイロンカッタ一本体を
固定するためのポルトです

EBC-35Cナイロンカッター軸受 0760099 三
EBC-35Cナイロンカッター止め輸 0760100 ご〗

使
用
方
法

保
守
・
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【 オブションバーツ J 別売りの部品です。
名称 部品番号

EBC-35C 
ナイロンコードパック(20m)

機種名・JAN

欄種名： PA-416
JAN : 4971770-200975 

備

4mに切断して
こ使用ください

3
 



安全上の注意

使用の前にこの「安全上の注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。ここに示した注意事項は、製

品を正しくお使いいただき、ヨ即用になる方や他の人々への危険や損害を未然に防止するためのものです

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危険や損害の程度を「危険」 「警告」 「注意」に区
分し、説明しています。いすれも安全に関する重要な内容ですので、必す守ってください。

人が死亡、または重傷などを負う可能性が高いと考えられる内容です。

△ 

人が死亡、または重傷などを負う可能性が想定される内容です。

人が撰傷を負う可能性および物的損害の発生が想定される内容です。

お守りいただく内容を区分して説明しています。

〇してはいけない「禁止」の内容です。 1 ‘'必示っていただく頃行」の内容です。

■その他の表示：CJ覆り扱いのポイント＿）…正しい操作のしかたや点検整備上のポイントを示して
あります。仕様変更などにより、本機のイラストや内容が一部実機と異なる場合があるのでご了承く

ださい。

I △危険 I 

o -躙舅カバーなど、部品類は必す取扱
説明書に従って確実に取り付ける

◎虹する前に必割周囲に人や動物がいな
いことを確認する

特に高所作集のときは、下に他の人や動

物がいないことを確認する

確認しないで使用すると、事故の原因になりま

す。

゜麟中は危険防止のため、半径15m以
内に他の人や動物を近づけない

事故の原因になります。

◎ 2人以上で作業を行うときはお互いに
15m以上の閻隔を取る
また、監督者をおく

使用中、 15m以内に他の人や動物など
が近づいた場合は、直ちに本機を停止し
作業を中止して、注意をうながす

不用意に他の人や動物などを近づけると事故の

原因になります。

◎コを蜘l.,ている人に近づくときは、
使用者から 15m以上離れた位置で合図
し、本機の停止と回転の停止を確認して

から近づく

不用意に近づくと使用者が気がつかす事故の原
因になります。

◎螂を取り扱うときは氾直鰈

タバコを吸ったり、炎や火花などの火気を近づ

けないでください。燃料への引火や火災の原因

となります。

◎畔を取り扱うときは人知渾鄭を放
電してから行う

放電しないと、静電気の放電による火花により

気化した燃料に引火や火災の原因となります。

本機の金属部分に手を触れると静電気を放電す

ることができます。

oコを室内およびハウス内など換気の悪
い所では運転しない

エンジンの排気ガス中には、有害な物質が含ま

れており、ガス中壽を起こすおそれがあります。
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安全上の注意

゜
くぼ地の脇などで運転する場合は、くぼ
地に入らない

エンジンの排気ガスがくぼ地に滞留し、ガス中
毒を起こすおそれがあります。

〇臼にカバーをかぶせたり、ハンドルに
タオルなど燃えやすいものをくくりつけ

て運転しない

火災や故障の原因となります。

は
じ
め
に

胚 警告 備

◎ 草刈りをする堀所にある小石、針金、空き缶、空き瓶などの障害物は取り除いて
から使用する

使用中、ナイロンカッター・ナイロンコードが
障害物に当たると、障害物の飛散、本機のキッ

クバック（跳ね返り）、ナイロンカッター本体
の破損などにより事故の原因になります。

◎作業時に適した服装で作業する

(20ベージもあわせてこ覧ください。）

〇麟中およびエンジンを停止した直後は
回転部に手足や顔などを近づけない

エンジンを停止した後も回転部がしばらく回っ
ているので注意してください。けがの原因にな
ります。

。雨上がりなど足元が滑りやすい場所、お
よび急傾斜地などの不安定な場所では使
用しない

転倒してけがの原因となります。

゜
無理な姿勢で作叢をしない

常に足元をしつかりさせ、バランスを保つよう
にしてください。

〇コを雨の中で珊転したり、ぬれた手で
操作しない

感電のおそれがあります。

゜
蜃、衣服、手袋などは回転部分に近づけない
回転部に近づけると巻き込まれてけがの原因に
なります。

◎ 鼠遷l諌ね、帽子やヽアカバーなどで覆う
守らないと、巻き込まれてけがの原因になりま
す。

。手ぬぐいやタオルを首、腰から下げて作
業しない

回転部に巻き込まれけがの原因になります。

゜
ナイロンカッターで打つ、たたくなどの
方法で草刈り作業をしない

ナイロンカッター・ナイロンコードが破損し、
事故の原因になります。

゜
枝打ち作業・壁や岩などに生えている草
刈り作業などには使用しない

けがや事故の原因になります。

。可覇生の液体・ガス・粉じんのある所で
便用しない

本機から発生する火花が発火や爆発の原因にな
ります。

◎作鄭胆明る＜する

作業場が暗いと、事故の原因になります。

◎四点検を行う

点検が不十分だと、事故の原因になります。

。次のときは本機を使用しない

事故の原因になります。

．疲れているとき、身体が不調のとき。
・酒類や薬物を飲んで正常な運転操作ができな
いとき。

・夜間の使用や悪天候などで視界が悪いとき。
．妊婦による作業。

使
用
方
法

保
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検
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他
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安全上の注意

＆ 警告
o這に幼児・子供力凛れないよう、隔離
措置をして安全な場所で運転する

◎匹技術者以外の人は、取説記載内容以
外の分解や修理・改造は絶対に行わない

異常動作してけがをするおそれがあります。

△注意

◎四的に休患をとる

本機は機能上、使用時に振動が発生します。こ

のため、長時間の連続使用は体に負担をかける

ことがあります。また、短時間であっても、こ

使用中に指や手、腕、肩などに疲れを感じる場

合があります。

。熱くなっているマフラーやエンジン各部
をさわらない

やけどのおそれがあります。

◎蒙つて、ぶつけたりしたときは、這な
どに破損や亀裂、変形がないことを点検
する

破損や亀裂、変形があると、けがの原因になり

ます。

◎万一⑪饂に備えて、必布即醐を作業
場近くに備え付ける

救急箱から持ち出した場合には、直ちに交換品

をいれておく。

取t5扱いのーポオラード
・極端な高温や低温の瀾境下では使用しないでくだ

さい。十分な性能を得ることができません。

•本機を雨ざらしにしたり、ぬれた塩所に置かない

でください。故障の原因になります。

［ 騒音防止規制について 】
騒音に関しては、法令や各都道府県などの条例で

定める規制がありますので、こ近所などの周囲に

迷をかけないようにこ使用ください。

【 警告ラベルのメンテナンス 4` 

•本機には警告ラベルが貼付されています。

・警告ラベルが見えにくくなった場合や、はがれた

場合にはお買い上げの販売店に注文し、貼りかえ

てください。

6
 



組み立て方／折りたたみ方

在警告

◎這畑み立て判寸属品を取り付ける、ま
たは取り外すときは、必すエンジンを停止
した状態で行う

エンジンを運転したまま行うと事故の原因になりま
す。

◎付属品を正しく取り付けてから草刈り作纂
を行う

【 組み立て方 ： 
本を、羞刈りに遭した「使用状態」にします。

£ で一2

ク•/”

•4 ’ 

（
 
1)タイヤ部を組み立てる ノヽ

①タイヤ固定ノブを軽くゆるめる

R継ぎ手部分を持って、本機を持ちあげるようにして

タイヤアームを回転させる

タイヤアーム タイヤ固定ノブ

／
 

ヽ

‘ 

△注意

◎ -めに淘鼠する
紐の固定が解除されるため、注意して作鎮を

行ってください。

戸
印
[

回

せ
で

わ

[

言

P
`

の固ヤ
古
(
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鼠

ム

、

イ

ヅ
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ら

タ

ト

ャ
芸

ui

イ

さ

状

角

タ

転

た

③
 

ビ｀

◎固定ツメの山と谷は必衝わせる

合っていないと振動などで不意にタイヤ韻の固

定が解除されてしまい、思わぬ事故の原因とな

ります。

り扱いのポイント

・継ぎ手部分を持ってエンジンを軽く浮かせながら締

めると調整しやすくなります。

( 2)ハンドルを取り付ける ） 

①八ンドル固定レバーをゆるめ、ハンドル固定カバー

を外す

ワッシャー

ハンドル固定カパー

②ハンドルを）＼ンドル固定部に合わせる

その時、それぞれの中央が合うようにしてくださ

い。（印などは特にありません）

③ツメを穴にさし込むようにしてハンドル固定カバー

を被せ、ハンドル固定レパーで軽く締め、仮目定す

る。

は
じ
め
に
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備
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組み立て方／折りたたみ方

④ハンドルグリッブが地面に対して平行になる角度

（櫻準角震）に調整する

< -...----

標準角度よりお客様の使いやすい角度に調整できま

すが、排気がハンドルおよびスロットルワイヤーに

当たらないよう、ハンドルを下lガ凰ぎないでくださ

い。

ハンドル

⑤ハンドル固定レバーをしつかり締め付ける

ハンドル固定レバーの締め付けが不十分だと作業中

に不用意にハンドルが動き危険です。

( 3)スロットルワイヤーを固定する ） 

①スロットルワイヤーが継ぎ手の上側に来ていること

を確認する

②付属の結束パンドを使用して図のようにスロットル

ワイヤーをハンドルに固定する

結束パンド
（ハンドルが囲がり始める
あたりで固定する）

スロットルワイヤー
偵ぎ手の上側で

たるませる）

( 4)飛散防護カバーを取り付ける ） 

飛散防護カパー（以下カバー）は作雲者に異物が

飛散することを防ぐ役目があります。

f警告

。カパーを必評所定q匹 lこ正しく取り付
けて使用する

正しく取り付けないで使用すると、飛散物を防
護できないまたは効果が下がり、ケガのおそれ
があります。

ー。
＆注意

カパー内側のカッターには触れない
カパー内側にはナイロンコードを切るためのカ

パー内側カッターが付いています。ケガのおそ

れがあるため触れないでください。

①図のように本体貼付ラベルの黒糠のとなりに、地面

に対して平行にカパーを観留めする

平行になっていないと、カパー内側カッターが機能

せす、ユードがカットされない可能性があります。

茫螂ヵ

ー

カバー内側カッター

R仮留めした六角穴付きポルト2本を六角レンチでし

つかり締めつける

8
 



組み立て方／折りたたみ方

(5)ナイロンカッターを本機に取り付ける）

ナイロンカッタ＿各部の名称

ナイロンカッター上カパー
（以下「上カバー」）

ナイロンカッター本体
〇以下「本体」）

ナイロンカッタ一円盤
（以下「円盤」）

①ハンドル固定レバーがしっかりと締まり、ハンドル

の角度が確実に固定されていることを確認する

②本機をゆっくりとハンドル側に倒す

ハンドルが地面に着き、エンジンが地面から浮いて

いること恕薗乱てください。

①
 

恥
）

＆注意

◎ざ蕊包にしたり、横に園したりし

燃料がもれるなどして、思わぬ事故の原因とな

ります。

・会了-

③下図を参考に仮留めする

ギャーポックスと刃受金具の切り欠き部（④参照）

が合うように刃受金具を合わせてください。刃受金

具が落ちないように指で押さえながら、手で固定ポ

ルトを反時計回りに回してください。

濤

ナイロンカッター

／本体＋立パー

翌界疇鰤ナイロ届す＇ター

④手で固定ポルトが回せなくなったら、ギャーポック

スと刃受金具の切り欠き部を合わせて六角レンチを

さし込む

刃受金異が回らないように国定されます。

刃受金具

（写真はナイロンカッターなどを省略しています）

⑤六角レンチを差し込んだまま付属のプラグレンチ

で固定ポルトを反時計回りに回してしつかり締め付

ける

は
じ
め
に

準
備

使
用
方
法

保
守． 
点
検

そ
の
他

△注意

◎固定ポルトはしつかり締め付ける
締め付けが弱いと回転したナイロンカッターが

外れ、ケガをするおそれがあります。

，
 



組み立て方／折りたたみ方

R六角レンチとブラグレンチを外し、ナイロンカッタ

ーがしっかりと取り付けられていることを曙圏する

｀ £'--
ん

／ 

と ・ 匡

（ ナイロンカッターの取り外し方

取り付け方と逆の手順で行ってください。

固定ポルト（左ネジ）は時計回りに回すとゆる

みます。

ーヽノ

（
 
6)ナイロンコードを巻き込む ノヽ

饂出糟時はナイロンコードがナイロンカッタ一本体にす

でに取り付けられています．ナイロンコードが短くなった

ら、以下の手●で新しいコード雹巻き込んでください．

＆注憲

〇茫する匹コード血切〇呻ナイロン
ド、針、ワイヤー、直ビニールな

どは絶対使わない

◎取り付けるナイロンコードは4叫以下とする

守らないと本欄が異常固動し、思わぬ叡良の原因と
なります•また、ナイロンカッター本知D寿命礫
くなる可能性があります．

◎ iードを取り付l911すときはエンジンを停
してから行う

①交鑽用コード (3ベージ「オフションパーツ」参

照） 20mのうち、 4nを切り取る

Rエンジンスイッチを切 (STOP)にし、ナイロン

カッターを本鑽から取り外す

Rツメを押しながら上カバーを時計回りに回し、本体

から上カバーを外す

上

④本体を裏向ける。残っているコードを穴から引き

出す．

匝l

本体

⑤穴 (2ヵ所）に①で用憲した斬しいコードをさし込む

横から見た図っ三
プ

コード(4m)

⑥本体を表に向ける•コードを引っ張り、 2本の
畏さを図のようにする◆

二
コードの長さに姜をつけることで、巻き込ん

だあとカットされる不饗なコードの量を少な

くできます．

⑦横から見たとき、コードが2本望ぶ（よじれな

い）ようにして強くひっぱりながら、 2本あわ

せて時計回りに巻き込む

横から見た國

三/r= 
2本並ぷ（よじれない）
ように

10 



組み立て方／折りたたみ方

⑧巻き込みが終わったら、本体の切り込みにコー

ドを軽く引っ掛けて仮留めする（もう一本も同

様に）

→ 

⑨上カバーをかぶせる。その時、上カバーと本体

の閻にコードをはさまないようにする。

上カバー

本体

⑪切り込みに引っ掛けたコードを外し、一山分コ

ードを引っ張り出す（もう一本も同様に）

⑫本体を円盤に戦せ（円盤の出っ張りに位置を合

わせる）、円盤の端からコードが約9cm程度出

ていることを確認する。

長すぎるコードは、エンジンを始動してナイロ

ンカッターを回転させたときにカバー内側カッ

ターによって適切な長さに切られます。

9cm程度

は
じ
め
に

準
備

使
用
方
法

⑩上カバーを軽く押さえながら、反時計回りに

止まるところまで回す

「カチッ」と音がして、上カバーが確実に取

り付いたことを確認してください。取り付け

が不十分だとナイロンカッターが回転したと

きに外れるおそれがあります。

保
守
・
点
検

そ
の
他

1 1 



組み立て方／折りたたみ方

【 折りたたみ方 ］ 
本を保管・運搬などに週した「折りたたみ状態」にします。

匡

1)エンジンの遍転直後の場合は、エンジンが熱く

なっているため冷えるまで待つ。

燃料タンクに燃料が入っている場合、 2)から4)

を行う

2)消防法に適合した燃料携行缶と、手動式ガソリ

ン用ポンプを用意する

--ニニ靡
。IUJ式ポンプは使用しない
引火の原因となります。

3)冒晋日；＇紐に帯電した静電気を放電する

本機の金属部分に手を触れると静電気を放電すること
ができます。放電しないと、静電気の放電による火花
により気化したガソリンに引火するおそれがあります。

゜螂を取り扱うときは、タバコの火や他
の火種になるような物を近づけない

4)燃料タンクキャッブを開け、 2)で用意した燃

料携行缶にポンプを使用して燃料を移す

〇螂をこぼさない

燃料がこぼれた場合は、きれいに拭き取ってく
ださい。

拭き取った布切れなどは、火災と頭境に十分に
注意して処分してください。

12 

5)ハンドル固定レバーをゆるめハンドルを折りた

たむ

ハンドルが不用意に動かないように、折りたたみ後は

ハンドル固定レバーを締め付けてください。

｀ ｀ 
----- 4 , ，、-

ハンドル ・固定レ）

6)タイヤ固定ノブを軽くゆるめる

7)タイヤ部を折りたたむ

本を持ちあげるようにしてタイヤアームを回転させ

てください。その際、燃料タンクを傷つけないよう、

エンジンはゆつくりと地面に置いてください。

タイヤ タイ
アーム 固定ノブ

△注意

◎血めに注意する

各部の固定が解除されるため、注意して作業を
行ってください。

8)タイヤ固定ノブを締め付けてタイヤアームを固

定する

タイヤアームが不用意に動くことを防ぎます。



燃料、 エンジンオイルの給油

4サイクルエンジンには「燃料」と「エンジンオイル」の

2種類が必要です。必す両方とも給油してから始動してく

ださい。

り扱いのポイント

・燃料およびエンジンオイルの種類を守る

守らないと、エンジン故障の原因となります。

（ 燃料の給油 ｀ 
ガソリンは非常に引火しやすく、また気化したガソリンは

爆発して死傷事故を引き起こすおそれがあります。以下の

手順を必す守って作業を行ってください。

1)以下を用意する

・使用燃料：レギュラーガソリン

燃料タンク容量：約0.7L

取り いのポイント

・古い燃料は使用しない

燃料携行缶などで長期（ーカ月以上）保管したガソ

リンは変質し、エンジン始動不良や故障の原因とな

ります。大量に準備せま一度の作業に必要な量だ
け準備してください。

・ガソリンを一時的に保管・運搬するときは、

消防法に適合した燃料携行缶を使用する

灯油かん（通称：ポリ缶）やペットポトルに保管し

ないでください。ガソリン内に成分が溶l:t出し、エ
ンジンに悪影響を及ぽすおそれがあります。

1)冒置益置本機を以下のような場所に置く

．焚き火などの火種がない

．換気が良い

・地面が平坦•水平で硬い

2)エンジンが停止していて、冷えている事を確認

する

。燃料タンクに燃料が入っていて、エンジ
ンが熱い時や気温が高い時は燃料タンク
キャップを開けない
ガソリンが勢いよく噴出するおそれがあります。

゜
エンジンが熱い時は給油しない

エンジン停止直後などエンジンが熱い時に
給油すると引火のおそれがあります。

3)本機を使用状態にする

I △注意

◎折りたたんだ嬬では給油しない

給油したあとに本機を通常状態にすると、燃料

タンクキャップから燃料がもれる可能性があり
ます。

4)本機が不意に動かないよう固定する。

。燃料を取り扱うときは、タバコの火や他
の火種になるような物を近づけない

5)冒喝氾置身体に帯電した静電気を放電する

本機の金属部分に手を触れると静電気を放電すること

ができます。放電しないと、静電気の放電による火花

により気化したガソリンに引火するおそれがありま

す。

6)燃料タンクキャップを少しゆるめ、燃料タン

ク内と外部の気圧差を無くす

その後、燃料タンクキャップを開けてください。

燃料タ

,1.ill 
7)燃料をゆっくり、給油限界目安まで給油する

入れすぎると、燃料給油キャップからにじみ出る原因

となります。

巫警告

。燃料を飲み込んだり、燃料蒸気を吸い込
んだり、燃料が目に入ったりした場合は、

直ちに医師の診断を受ける

また、燃料が皮膚や衣類にこぼれた場合

は石けんと水で直ちに洗い、衣類は取り

替える

は
じ
め
に

準
備

使
用
方
法

保
守
・
点
検

そ
の
他
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燃料、エンジンオイルの給油

燃料タンク内に水、雪、ゴミが入らないようにしてく
ださい。

8)燃料タンクキャッブを確実に締め付ける

|
0
 

△注意

こぽした燃料は拭き取る

燃料がこぼれた場合は、きれいに拭き取り、乾
かしてからエンジンを始動してください。拭き

取った布切れなどは、火災と環境に十分に注意

して処分してください。

【 エンジンオイルの給油 ： 

・エンジンの始動前に必すエンジンオイルを給油
する

エンジンオイルが入っていない状態でエンジンを始動
すると、エンジンが故障（焼き付き）します。焼き付

きによる故障は保証外です。

1)以下を用意する

・推奨オイル：4サイクル用エンジンオイル

SE級以上SAElOW-30 

エンジンオイル規定量：O.ll

・付属のオイルポット

可
•お使いの地域の平均気温が下図の表記の範囲内であ

れば、他の粘度のオイルを用いることができます。

4)オイル給油口の口元まで給油する

・付属のオイルポットを使用すると正しく給油しやす

くなります。

・エンジンオイル規定璽が少量のため、オイルがあふ

れないよう少しすつ様子を見ながら給油してくださ

い。

上限オイル量

＿―-―-下限オイル量

5)オイルブラグを取り付けて、しつかりと締め付

ける。

取り扱いのポイント

•初回のみ、 8時間運転または 1 ヶ月後にオイル交換
を行ってください。交換しないとエンジンが焼き付
きなどの故陣を起こすおそれがあります。 2回目以
降は16ベージの定期点検表に基づいて交換してく
ださい。
•こぼれたエンジンオイルは必す拭き取ってくださ
い。

-3o -20 -1 o o 1 o 20 so 40 50 so℃ 

周囲温度

2)エンジンを水平にする

3)オイルプラグを外す

オイルプラグ

14 



運搬する場合には
本機を車両などで運搬する場合には、以下を必す守ってください。
-------------------------------------------

1)エンジンを停止する

2)エンジンが十分に冷えるまで待つ

燃料タンクに燃料が残っている場合、 3)から5)

を行う

3)消防法に適合した燃料携行缶と、手動式ガソ

リン用ポンブを用意する

← 

゜這およ四料入り鰤缶を車室内やト
ランクに積んだまま、直射日光の当たる
ところや高温となる場所に放置しない

燃料が気化して引火し易やすい状態になる原因
となります。

△警告

◎ ?；車に積んだまま長時閻悪路を走行
本機が破損し、思わぬ事故の原因となります。

は
じ
め
に

準
備

o -式ポンプは使用しない
引火の原因となります。

4)冒慢日：冒身体に帯電した静電気を放電する

本機の金属部分に手を触れると静電気を放電すること

ができます。放電しないと、静電気の放電による火花

により気化したガソリンに引火するおそれがありま

す。

使
用
方
法

。燃料を取り扱うときは、タバコの火や他
の火種になるような物を近づけない

5)燃料タンクキャッブを開け、 3)で用意した燃

料携行缶にポンブを使用して燃料を移す

保
守
・
点
検

o -をこぼさない
燃料がこぼれた場合は、きれいに拭き取ってく
ださい。
拭き取った布切れなどは、火災と環境に十分に

注意して処分してください。

そ
の
他

6)本機が落下、転倒、破損などしないような場所

を選んで積載し、ロープなどでしつかり固定す

る

15 



定期点検を行いましょう

本を安全に、かつ快適にこ使用いただくために定期点検を行ってください。

点検の結果、異常があった場合は本機を使用しないでください。

点検時期は表示の期閻毎または運転時閻毎のどちらか早いほうで実施してください／表示時間を経過後すみやかに実施して

ください／点検をするときはエンジンを停止し、かつエンジンが十分冷えていることを確認してから行ってください。

【 草刈機としての定期点検 ｀ 
時期

参照
部位 項目 作業

作業中
25時間

ページ数
前／後 運転こと

ネジ、ナット類のゆるみ点検 ． 
各部

割れ、欠け、変形、摩耗、損傷な

どの点検
． 

ナイロンカッター本体 固定ポルトのゆるみ点検 ． ． ， 
ナイロンコード 正しい取り付けの点検 ． 10 

飛散防護カバー 取り付け位置の点検 ． 8 

タイヤアームの
締め付けの点検 ． 7 

固定ノブ

ハンドル 取り付け角度の点検 ． 7~8 

ギャーケース
周辺の清掃 ． 24 

グリスの補給 •※ l 28 

【 エンジンの定期点検 4` 

時期

初回8時闊 20時闊 50時間 2年 参照
部位 項目 作業

作業中
運転後 運転こと 運転こと

経週 ページ数
前／後 または または または

1ヶ月後 3ヶ月こと 6ヶ月こと こと

各部 ネジ、ナット類のゆるみ点検 ． 
エンジンオイル 点検 ． 14 

交換 ． ． 27 
燃料配管部 点検 ． ． 

交換 ・豪1
エアクリーナー 点検•清掃 ． ．棗2

28 
交換 ．咋

冷却風取入口、冷却フィ 点検•清掃 ． ． ． 22 
ン、マフラ一周辺

点火ブラグ 点検•清掃 ． 
28 

交換 ． 
吸気、排気弁の隙間 点検•清掃

．濠l
アイドルスビードの調整 点検•清掃 ・豪1
燃料タンクの点検、清掃 点検•清掃 ． 
燃料フィルター 点検•清掃 ． 27 
マフラー 点検•清掃 ． 

交換
．濠l

※1これらの項目は適切な工具と整備技術を必要としますので、お買い上げ販売店へ申しつけてください。
エンジンをいつまでも安全で快適に使用していただくために、部品交換を推奨いたします。

※2エアクリーナーの交換は、エレメントのみ交換をおこなってください。
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エンジンの始動／停止

【 エンジン始動時の注意 ｀ 
。車内、テント内、トンネル内、倉庫、井
戸、船倉、マンホールなど室内および換
気の畢い珊所では運転しない

エンジンの排気ガスには有毒な物質が含まれて
いるため、ガス中毒を起こす原因となります。

〇コの周囲を囲ったり、編をかぶせて使
用しない
また、本懺の上に物を果せて使用しない

゜螂地でエンジンを躙L,ない

平坦•水平で硬い蝙所で始動してください。

。辺の周りにガソリン、エンジンオイル、
または危険物（油脂類、セルロイド、火
纂など）、燃えやすし噸（わらくま甑
くすなど）障害物を近づけない

本機から出る排気ガスは熱くなります。遮物お
よびその他の物からlm以上離してください。
火災や故障の原因となります。

また｀排気口は風通しの良い｀広い場所に向け
てください。守図参照）

ーし

△警告

。エアクリーナーカバーなど部品類を外し
たまま使用しない

手や足をはさむなど思わぬ事故や、エンジン
故の原因となります。

。雨の中や水のかかる躙では使用しない

雨や水で濡れている｀または濡れた手で本機を
操作すると、感電の原因となります。
また、故陣の原因になります。

【 エンジンの通常始動 J 

l)ハンドル付近にある、エンジンスイッチを入

にする

2)カパー内側にあるブライミングポンブを約 10

回指で押す

エンジンの始動系銃に燃料が供給されます。

-̂ 

は
じ
め
に

準
備

使
用
方
法

保
守． 
点
検

ブライミング
ポンブ

取り扱いのポイント

•本エンジンはプライミングポンプ操作を行ったとき、余
分な燃料はタンクに戻る構造になっています。ブライミ
ングポンブ操作を多く行っても臓い込み遍ぎにはなりま
せん。むしろ少ない場合には始動不良になることがあり
ますので、↑奴干』つてください。
・エンジンの一時停止直後はブライミングポンブを押す必
要はありません。

そ
の
他

17 



エンジンの始動／停止

3)チョークレバーを操作する1

・●いときや、エンジンが冷えているとき：

チョークレパーを上（閉 lーl)にする
．暑いときや、エンジンが瞳まっている（エンジンの

一止直讐など）とき：

チョークレバーを下（開l+|)にする

＝閉

5)チョークレバーを操作する2

・エンジンが始鵬したとき；

少し（約 10秒）そのまま様子を見て運転を続ける

ようなら、チョークレバー祖的に下（開H|）
にする

・エンジンが始鵬しない、または数秒で停止するとき：

チョークレバーを下（開H|)にして、再度リコ
イルを引く

6)リコイルをゆっくりと元に戻す

取り扱いのポイント

・エンジンの運転中はリコイルを引かないでください。

＝開 エンジン匹鳴する原因となります。

4)下記に注意しながら、リコイルスターターグ

リッブ（以下「リコイル」）を数回引く

・リコイル図のように、軽い力で一度に長くロープを
引き出してください。

重くなるところまで弓I<

ローブ

・ナイロンカッターに足や物が触れないよう十分に距
離をとる。
・ハンドルに親指をかけ、他の指とともにハンドルを
囲むように握る（スロットルレバーを握らない）。
本が四Eされていること芍疇する。
参考：振り返りについて 22ベージ参照

18 

7) J＼ンドルグリップに親指をかけ、他の指とと

もにグリッフを囲むように握る

8)スロットルレバーから手を放した（エンジン

の低速運転）状態で、約 1分閏エンジンを運

転する（暖気運転）

膿気運転を行わすにスロットルレバーを深く握る（エ

ンジンの高速運転）と、不意にエンジンが停止するこ

とがあります。

上記の方法でエンジンが始動できない時は「エン

ジン始動補助ボタン」を使用してエンジンを始動

してください。



エンジンの始動／停止

・2t代1高2R『同石塁z:！l.
9)スロットルレパーを深くにぎりながら、エン

ジン始動補助ポタンを押し込む

2)エンジン始動補助ポタンを押したまま、ス

ロットルレバーを放す

スロットルレパーが3分の1程度の位置で固定されて

いることを躙認してください。

エンジン始動 スロットル
補助ポタン レバー

3)エンジン始動補助ボタンから手を放す

4)下記の「注意」を確認してから、「エンジンの

通常始動」 1~6を行う

5)エンジンが始圏したらスロットルレバーを

ゆっくり深く握る

エンジン始動補助ポタンが自動的に解除されます。

6)「エンジンの通常始動」 7~8を行う

△注意

◎エンジカ直補助ポタンを釦したエン
ジンの始動は、ハンドルをしっかりにぎ
って行う

始動してすぐにナイロンカッターが回転するた

め、振り返りを防ぐためハンドルをしっかりに
ぎってください。
参考：振り返りについて 22ベージ参照

［ エンジンの停止 J 

（
 

エンジンの緊急停止

1)エンジンスイッチを切 (STOP)にする

•この方法は、本機の思わぬ動作により緊急に停止する場
合のみ行ってください。遇常1む欠の「エンジンの通常停
止」の通りエンジンを停止してください。

（
 

エンジンの通常停止

ノヽ

l) 平坦•水平で硬い蝙所に本機を移動させる

2)）＼ンドルグリッブに親指をかけ、他の指とと

もにグリッブを囲むように握る

3)スロットルレバーを売全に放す

4)ナイロンカッターが売全に停止したら、エン

ジンスイッチを切 (STOP)にする

は
じ
め
に

準
備

ノヽ
使
用
方
法

保
守． 
点
検

そ
の
他
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草を刈る

【 服装について ｀ 
軍」時は石やゴミを巻き上げたり、本機の回転部に巻き込まれるなどしてケガをするおそれがあります。
下図のような安全な服装で作集を行ってください。
※保霞マスクなどは付属していません。別途こ用憲ください。

遵竺雰且、グと——我烹9竺
保置マスクまたぽ
フェースシールドヤ2多文Z←⇒マー4認蕊茄窃そ畑

長い髪の場合1お良ねる
.ク--....,....,,』-― ` ．あるものは身につ1

作彙手袋
（手に令たもの．軍手は I A 
誉蝉まれやすいため不叩 ノ？ー「7 苔ヽ箆笠、よう

手畏Iこ入れるなどする

すね当て

【 草刈時のチェックポイント ｀ 
〇半径15m以内に人や動軸は
いませんか？

いる場合は
安全のため本編を
便用しないでください．

如—繹15、
0小石や空き缶などの障害物が
草に隠れていませんか？

飛散すると危険なため、事前に
確置し．取0綜けるものは取D
馳いてくださし、

〗贔
-葦IR

t
 

2
^
 

0ガラス窓や車など．傷をつけた＜
ない響が近くにありませんか？

飛散した小石でガラスが劃れたり、
傷がつくおそれがあります。
板などで養生するか、
移動させるなどしてください．

m乙
0足元や周囲1こ障害暢はありませんか？

作集場所に電糠管•水道管やガス管
などの埋殴糖がないことを、作棠前に
十してください。
壊設轡があると本露が態れ、感電や
漏電ガス漏れのおそれがあり、事故
の原因になります。

20 



草を刈る

r 作業前／中の点検 】

• 16ページぽ環趾凛を行いましょう」の表の
うち、「作業前」に●がついているものを、す

ペて行ってください。

・作業中も遍宜、上記の表の「作業中」に●がつ

いているものをすぺて行ってください。

［ 草の刈り方 】

7)エンジンの停止を行う

(19ページ「エンジンの停止」参照）

は
じ
め
に

丞
◎デ中、這の調子が悪いときや異常音
したときは、ただちにエンジンを停止
して使用を中止し、点検・修理を依頼す
る

そのまま卸司すると思わぬケガ・事故の原因と 濃！
なります。 備

1)カバー内側カッター（以下カッター）の保護

材を外す

保護材

カバー内側カッター

2)エンジンを始動する

(17ページ「エンジンの始動」参照）

便
用
方
法

3)本機のエンジン側に立つ

4)ハンドルグリッブに親指をかけ、他の指ととも

にグリップを囲むように握る

5)スロットルレバーをゆつくり深く握って、ナイ

ロンカッターを回転させる

ナイロンカッターおよびナイロンコード（以下コー

ド）が高速回転し、コードがカッターにより適切な長

さにカットされます。コードが周囲に飛ぷため、必す

長ズポンや保護めがねを着用してください。 (20ベ
ージ「服装について」参照）

6)ナイロンカッターを地面の上で滑らせるように

しながら前進し、草を刈る

作業を一時中断するときは、必す本機を平坦•水平な

場所に移動してエンジンを停止してください。

保
守． 
点
検

そ
の
他
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草を刈る

スロットルレバー 冷却風取入口

レバーを握った状態で
ひもなどで固定しない

緊急時にナイロンカッター

の回転が止まらすケガをす

るおそれがあります。

取り＿扱い〇ーボえシ

作業中は、レバーは深くにぎるか、
まったくにぎらないかのどちらか
にする

上記以外の状態(=半クラッチ）でナイ

ロンカッターをゆっくり長時間回し続け

ると、本機が故障するおそれがあります。

ハンドルグリッブ

・ナイロンカッターが回転している間は

絶対に手を放さない

→振り返りについて（下記参照）

拿

ナイロンカッター

・時々エンジンを停止し、付いた
草やゴミを取り除く

取入口がふさがるとエンジンに冷却用
の空気が取り入れられす、故障（焼付き）

します。焼き付きは保証外です。

・草やゴミを取り除くときは布など
を使用する

水をかけるとエンジンが故障するおそ

れがあります。

・軽く地面に置くようにして滑らせる

（強く地面に押しつけると、摩耗が早まります）

・地面を掘り起こすような使い方はしない

敷砂利など、飛散するおそれがあるが
取り除けないものがあるときは
地面から軽く浮かせて使用する

ナイロンカッターが接触したとき、

砂利が飛散するなどしてケガをするおそれがあります

・タイヤを中心に、軽く左右に振るようにする

・地面と平行にする

乃詈

からまった草を取り除くときは必す
エンジンを停止する

不用意にナイロンカッターが回転し、

ケガをするおそれがあります。

I△注意 I
ナイロンカッターが回転している状態でハンドルグ

リップから手を放すなど本機が押さえられていない

状態になると、本機がタイヤを中心に回転する「振

り返り」が発生し、ケガをするおそれがあります。

91  

（握り返りが発生しないように）

・ハンドルから手を放す前にナイロンカッ
ターが完全に停止していることを確認す
る。
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草を刈る

【 草の背が高くて刈りにくいときは ： 告
• あらかじめ背の高い草だけはさみなどで短く刈っておく 13ページ「燃料の給油」を参照して燃料を補給してくだ 屁）

・ナイロンカッターが地面から浮くように本欄萱軽く傾け さい。 に
て軍を上から数回に分けて刈るようにする

【 燃タンクが空になったら 】

a
『

~

＼叶
く 1 ① 

情間
<‘‘②  

星

備

【 ナイロンコードが短くなったら ： 
l)エンジンを通常停止する

2)燃料タンクキャッブがl,っかりと閉まってい

ることを確認する

3),,ベージ⑪を参考に一山分コードを引つ張り

だT

必-V-2本同時に行い、常にナイロンコードが図のよう

に向き合って（対称）出るようにしてください。

便
用
方
法

保
守

．
 
嚢

゜ 。ロ
そ
の
他

4)ナイロンコードが矮くなり、草が刈れなくなっ

たら、 9-11ベージを参考に新しいナイロ

ンコードを取り付ける
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使用後の手入れ

1) 雨などがかからす、平坦•水平で硬い場所に

●< 

2)本機が冷めるまで待つ

＆注意

◎やけどに迫
エンジン各部、ギャーボックス、ナイロンカッ
タ一周辺は高温になります。遍震が十分に下が
るまで触れないでください。

3)各部に付いた軍やゴミを取り除き清擢する

•清掃するときは布などを使用する

水をかけるとエンジンが改陣するおそれがあります。

また、土をかき出すときは棒などで強く挿したりし
ないでください。

・ガソリン、ベンジン、シンナ一、アルコール

などは変色、変形、ひび割れの原因になるた

め使用しないでください。

•以下の場所は特にきれいに清掃してください。

本の故障を防ぎます。

エンジン周り

・冷却属取入口

ナイロンカッタ一周り

・ギヤーポックス

（周囲および刃受金具を外したところ）

・ナイロンカッター

・固定ポルトとその周囲

4)作業隻の点検を行う

（参照： 16ページ表中「作業前A釦）

燃料タンクに燃料が残っている蝙合、 5)から7)

を行う

24 

5)消防法に遭合した燃料携行缶と、手動式ガソ

リン用ポンブを用意する

二
o -式ポンブは便しない
引火の原因となります。

6)冒曹日：冒身体に帯電した静電気を放電する

本機の金属部分に手を触れると静電気を放電すること

ができます。放電しないと、静電気の放電による火花

により気化したガソリンに引火するおそれがありま

す。

o -を取り扱うときは、タパコの火や他
の火種になるような物を近づけない

7)燃料タンクキャッブを開け、 5)で用意した燃

料携行缶にポンブを使用して燃料を入れ瞥え

る。

゜螂をこぼさない

燃料がこぼれた湯合は、きれいに拭き取ってく

ださい。
拭き取った布切れなどは、火災と環境に十分に

注意して処分してください。



一時保管／長期保管

通常の使用後は「一時保管」を、次回の使用が一カ月以降になる場合は「長期保管」を行ってください。

保管に適した場所J
通常状態で保管するとき

移動しないよう固定してください
（本機にタイヤを固定する

機能は付いていません）

折りたたみ状態で保管するとき

図の向きで地面に置いてください。

壁に立て掛けるな
ど、上記以外の向き
で置くとエンジン故
障（オイル上がりな

ど）のおそれがあり
ます。

・雨や直射日光の当たらない室内
・乾燥したところ

・温度や湿度が急変しないところ

．揮発性物質が置いていないところ

・子どもの手の届かない、

かつ簡単に持ち出せないところ

は
じ
め
に

準
禰

【 一時保管 ］ 

1)「使用後の手入れ」をすべて行う

（参照： 24ベージ「使用後の手入れ」）

2)本ベージ冒頭のI保管状態Iを参考に本機を地面

に置く

3)本機にカパーを掛け、本ページ冒頭の国遍歴：

遍した場所Iに保管する

l)「使用後の手入れ」をすべて行う

（参照24ベージ「使用後の手入れ」）

2)換気が良く、他の建物などから lm以上離れた

場所で「エンジンの通常始動」 2~6を行う

（参照17ベージ「エンジンの通常始動」）

3)エンジンが「ガス欠状態」で停止するまで待っ

（約30秒～ 1分）

4)ブライミングポンブを押す

エンジンのヒューエルリターンパイプから燃料タンク

内に燃料が出なくなるまで行ってください。

5)エンジンが冷えるまで待つ

6)点火プラグをはすし、プラグ孔から新しいエ

ンジンオイルを3~5ml注入する

7)リコイルスターターグリップを2~3回ゆっ

くりと引いた後、点火プラグを取り付ける

ー
◎

] 
リコイルスターターグリップは勢いよく

引かない

プラグ孔からエンジンオイルが勢いよく吹き出
すおそれがあります。

△注意

8)リコイルスターターグリップを引き、重くなっ

た状態（圧縮状態）にする

9)こぽれた燃料、水、ほこりなどの汚れをきれ

いに清掃する

10)本ベージ冒頭の 1保管状態を参考に本機を地面

に置く

11)本機にカバーを掛け、本ベージ冒頭の湮董に：

適した場所Iに保管する

使
用
方
法

保
守
・
点
検

そ
の
他
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「故障かな？」と思ったら（故障と処置）

こ自分で分解・修理は絶対にしないでください。点検・修理は購入店または最寄の弊社サービス工場へこ依頼ください。

＊：よくある質問

症状 考えられる原因 処置 参照ベージ

リコイルスターターグリッブが エンジン内のサピ付き お客様では修理せすに、販売店へ修理、

引けない、または重い エンジンの焼付き 点検をご依頼ください。

＊チョークレバーの操作が適切で
チョークレパーを適切に操作する 18 

ない
燃料タンクに燃料が入っていない 燃料を給油する 13 
＊古い燃料（約 1ヵ月以上）使用

「長期保管」 1~5を行ったあと、
によるエンジン不調 25, 13 

＊指定外の燃料類を使用している
正しい燃料に入れかえる

エンジンが始動しない
燃料フィルターに

燃料フィルターを清掃する
ゴミが詰まっている
燃料フィルターが 燃料フィルターを燃料タンクの底に押

27 

燃料の油面より上にある し込む
エアクリーナーの汚れ エアクリーナーの清掃

28 
＊点火プラグのかぶりなど 点火プラグの清掃・点検・交換

工
お客様では修理せすに、販売店へ修理、

ン キャブレターが詰まっている

ジ
点検をこ依頼ください。

＊チョークレバーの操作が適切で
ン

ない
チョークレバーを適切に操作する 18 

＊古い燃料（約 1ヵ月以上）使用
「長期保管」 1~5を行ったあと、

・エンジンが数分動いた後止まる によるエンジン不調 正しい燃料に入れかえる
25, 13 

＊指定外の燃料類を使用している

．始動するが
燃料フィルターに

燃料フィルターを清掃する 27 
ゴミが詰まっている

回転が上がらなかったり、
エアクリーナーの汚れ エアクリーナーの清掃 28 

出力が充分でない 冷却風取入口などエンジンの

各部にゴミが詰まっている
ゴミを取り除く 22 

スロットルワイヤーの遊びが お客様では修理せすに販売店へ修理、

大きすぎる 点検をご依頼ください。

＊指定外の燃料類を使用している
「長期保管」 1~5を行ったあと、

25, 13 
運転中、回転が次第に下がる 正しい燃料に入れかえる

エアクリーナーの汚れ エアクリーナーの清掃 28 
ナイロンカッターの

増し締めする ， 
草 固定ポルトがゆるんでいる
刈
異常な振動がある

ナイロンカッターが変形・破損し
ナイロンカッターを新品に交換する

機 ている

全 ナイロンカッターの
ナイロンカッター周辺に エンジンを停止し、草やゴミを取り除

体 回転が止まる、
草やゴミが巻き付いた ＜ 

24 

または次第にゆっくりになる

26 



保守． 点検
お客さま自身が整偏作業についてあまり熟知されていない場合は、販売店へ作纂を依頼してください。

゜日中は、タバコの火や他の火種になるよ
うな物を近づけない

また、身体に帯電した静電気を除去してか
ら給油を行う

放電しないと、静電気の放電による火花により気化

したガソリンに引火するおそれがあります。本機や
給油機などの金属部分に手を触れると静電気を放電
することができます。

述 警告o螂や風通しが不サ沢排気ガスがこもる
場所ではエンジンを始動しない

有害な一酸化炭素がたまって中毒を引き起こす原因
となります。

◎ ？検Iが平坦•水平な場所でエンジンを停止
、蒙ってエンジンが始動しないようにエ
ンジンスイッチを切(STOP)にし、点火ブ
ラグキャップを取り外して行う

◎点検・鄭扁は這加令えてから行う

エンジン停止直後は、エンジン各部、ギャーポック
ス周辺、燃料など各部が膏温になります。温度が十

分に下がるまで触れないでください。ャケドなどケ
ガのおそれがあります。

； ェンジンオイルの交換 ； 
エンジンオイルが汚れているとエンジンの寿命

を著しく縮めます。交換時期、オイル容量を守っ

てください。

オイルは使用しなくても自然に劣化します。定

期的に点検・交換を行ってください。

用意するもの

・指定のエンジンオイル (14ベージ「エンジンオイルの

給油」参照

・付属のオイルポット

・排出するエンジンオイルを受ける容器

1)燃料がこぼれないよう、燃料タンクキャッブを

確実に締め付ける

2)エンジンを始動し、 2~3分暖気運転をする。

エンジンオイルを排出しやすくします。

3)エンジンスイッチを切(STOP)にする。

エンジンオイルを排出しやすくします。

芯 警告

゜
エンジンオイルは、エンジンが冷えるの
を待って交換する

長時間運転後のエンジン停止直後はエンジンオ
イルが熱くなっているため、ヤケドの原因とな

ります。エンジンが冷えるまで待ってから行っ
てください。

4)オイルを受ける容器を地面に置く。

5)エンジンのオイルプラグを外す。本機をオイル

注入口側に傾けて、容器にオイルを出す

2警告
◎ガソリン・オイルなどの油脂類の廊夜は、
法令（公害防止条例）に従って選切に処
理する

不明な堀合はオイルをお買い上げになった販売
店にこ相談ください。

6) 14ベージ「エンジンオイルの給油」を参考に、

エンジンオイルを給油する。

［ 燃料フィルターの清掃 】

内
針金などで燃料注入口から引き出して、きれい

な白灯油で洗浄します。

汚れがひどいときは、フィルターを交換の上、

タンク内も洗浄します。

は
じ
め
に

備

使
用
方
法

用憲するもの

・針金など

・きれいな白灯油

燃料
フィルター

保
守
・
点
検

そ
の
他
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保守・点検

【 紐ブラグの清掃・点検・交換 4` 

用童するもの

・指：E5勺火ブラグ：NGKCMR6A 

•本に付属のブラグレンチ

取り扱いのポインド

故障の原因となるため、指定以外の点火ブラグを使用

しないでください。

点火プラグカバー

/ 
: m二

9/?<
い）

点火ブラグキャッブ／点火ブラグ

・ブラグが濡れているときや汚れているときは、
布きれなどで拭いてください。

・ブラグのすき閾は0.6--0.7mmで調節して

ください。

・ブラグ交換後はブラグカバーを閉じてロックを
かけてください。

・ブラグの清掃やすき閻調節をしてもエンジンが
始動しない場合は、新しい点火ブラグにしてく

ださい。

【 エアクリーナーの清掃 ］ 

用意するもの

・きれいな白灯油

・きれいなエンジンオイル

,l、』[ネ／ナー
エレメントを白灯油で洗浄し、よくしぼる。

ェンジンオイルに漫し、押しつぷTようにしぼつ
てからケースに組み込みます。

オイルが垂れない程震に余分なオイルを取り除いてくださ
い。

取り扱いのntィ＿ント
・エレメントをねじらないでください。破れてエンジン
不の原因となります。

エレメントを取り付けすにエンジンを運転しないでく
ださい。エンジンの摩耗が早まります。

【 ギャーポックスのグリス補給 ］ 

28 

用意するもの

・リチウム系万能グリス2号

ギヤーポックス

ジ`

グリス注入

1)ギャーポックス周囲にこびりついた草などを

きれいに掃除する

ギヤーポックス内部への異物の混入を防ぎます。

2)注入穴のポルトを外してグリスを注入する

穴からグリスが少し出るまで注入してください。

3)出てきたグリスを拭き取り、元通りにポルトを

籍めつける



仕様

主な仕様

名称 手押し式エンジン草刈機

機種名 EBC-35C 

用途 雑草の草刈り

使用刃物※ 1 ナイロンカッター

刈込幅 420mm 

刈刃
ナイロンカッター本体 直径： 240mm、高さ42mm

ナイロンコード 断面：四角（対辺2.4mm)

ナイロンコート取付方法 手動巻き込み式

刃物回転方向 反時計回り（使用者から見て）

エンジン名称 工進K35

型式 空冷4サイクルガソリンエンジン

総排気量 35cc 

最大出力 0.81 kW (1. 1 PS) / 6500rpm 

使用燃料 レギュラーガソリン

エンジン 燃料タンク容量 約0.7L

エンジンオイル
4サイクル用エンジンオイルSE級以上

SAE lOW-30 

エンジンオイル規定量 O.ll 

点火プラグ NGK: CMRSA 

始動方式 リコイルスターター方式

燃料消費目安 約50分（使用条件によって異なります）
製品重量濠2 10.1 kg 

状態 通常時 折りたたみ時

寸法(mm)
長さ 1290 1100 

幅 540 540 

~曰*c... 870 490 

備

※1 

△警告

保
守
・
点
検

◎指定の即Eナイロンカッター／コード専用
その他の刈刃やオプション品は取り付けできま
せん。

゜這禁止
改造して上記の刈刃などを取り付けた場合、キ
ックバック（跳ね返り）を起こし、重傷を負う
おそれがあります。

※2付属品を含む

そ
の
他
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機種 手押し式エンジン草刈機 ”お買い上げ日 年 月 日
EBC-35C 

保証期閻 お買い上げより1年間 ※ 〒

※お名前 購
住所

お

客 〒 入 氏名

様
豪こ住所

店

電話 （ ） 電話 （ ） 

※に記入のない場合は無効になりますので必すこ確認ください。

この保証書は本書に明記した期間、条件のもとにおいて、

下記記裁内容で無料修理をお約束するものです。

保証期間経週後の修理等について、こ不明の場合は、

購入店にお問い合わせください。

保証期間内に取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書きにしたがった正常なこ使用状態で故障した場合には、本記載内容に基づ

き無料修理いたします。お買い上げ日から保証期閻内に故障した場合は、商品と本書をお持ちいただき購入店に修理をこ依頼<

ださい。

1. 保証期閻内でも次のような場合は有料修理となります。

〈イ〉 使用上の誤り、改造、不当な修理、エ進指定の純正バーツ以外を使用したことによる故障または損害。

〈口〉 お買い上I~菱の落下、運送等による故障または損傷。

〈ハ〉 火災・地震・水害・落雷•その他天災地変、公害、指定外の使用電源（電圧、周波数）等による故障または損傷。

〈二〉 家庭園芸用以外（例えば業務用など）に使用された場合の故障または損傷。

〈ホ〉 本書のこ提示がない場合。

〈へ〉 本書にお買い上げ年月日、お客様名、騰入店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。

〈卜〉 消耗品は有料修理となります。（ナイロンカッター、ナイロンコード、（ナイロンカッター用の）固定ポルト・ワッシャーなど）

〈チ〉 車両、船舶等に搭戦された場合に生する故障または損傷。

2． 本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。
3. この商品は持込修理に限らせていただきます。出張修理はいたしません。
4. 本書は日本国内についてのみ有効です。
5. 保証期閻経過後の修理などは、購入店にこ相談ください。
6. 本機が使用できなかったことによる不便さおよび損失など（電話代、レンタカー代、宿泊代、交通費、休業補償、営業損
失など）は補償いたしかねます。

保

KOSHIN 

証 書
レシートまたは

販売証明書と共に

保管してください

ご 詮工皿
京都府長岡京市神足上八ノ坪 12

お閾い合わせは…

お問い合わせの際は、

戸、お買い上げ年月日、

故障状況などをお知らせください。

※芦について
本体または梱包箱への貼付ラペルに記載しています。

JAN II Ill llllll 1111111111111111111 
497177000001 

I xxx-9999-AM-O)<＿廿国国
SIN II 11111111111111111111111111 
180110001 

●製品の修理（見積もり含む）、

製品・バーツの販売についてのお問い合わせは

購入店またはお近くの弊社製品お取扱店に己相談ください。

●製品の取扱方法についてのお問い合わせは

三 PUmp@koshin-ltd.co.ip 鼠誕芸雰ド

B璽012O-6サら忌―46醤沿こ］塁‘:3-17時
※年末年始•夏期休暇等•日祝日を除く
※受付時間に変更がある場合は、弊社ホームベージにてご案内します。

字詮二置二士皇匡悶認閃品．は塁烹茫？ぞ:JV坪12
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